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韮山反射炉幕末期における近代製鉄
技術導入への挑戦を物語る

６

　韮山反射炉は、現存する反射炉本体のみで完結していたのではなく、関連する様々な建物
群や隣接する河川からなる大砲製造工場としての産業システムを形成していた。

　韮山反射炉の世界遺産としての資産範囲は、操業
当時に産業システムを形成していた反射炉本体、関
連建物跡地（史跡指定地）、河川部分の３つの要素か
ら構成される。

大砲製造工場としての産業システム

７

　韮山反射炉は、稼働を終えたのち150年以上にわたり、地域住民の理解や協力の下、適切な
補修・修理工事を重ねながら今日まで保存されてきた。
　今後も、この歴史的変遷を十分理解・尊重した上で、さらなる調査・研究を通じて必要な保
存の措置を講じ、貴重な資産を後世に継承していく。

大砲製造に係る産業システム模式図と想像復元ＣＧ図
韮山反射炉の変遷

古地図
文久３年（1863）９月

Ⅳの工程を表す想像復元ＣＧ図

明治初期 明治４１年（1908） 補修前 明治４１年（1908） 補修後
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原材料の鋳物鉄（石見、南部産）と燃料の石炭
（筑後、常磐産）・木炭（天城産）を反射炉本体
（①）に配置
反射炉本体（①）において石炭・木炭を燃焼さ
せ、発生した熱や炎をドーム状の天井に反射さ
せ高温を実現し、鋳物鉄を溶解
溶解した鉄を鋳台（②）に据えた鋳型（型枠）に
流し込み成形
大砲を本錐台小屋（③）に設置し、河川の流水
を動力源とする水車により大砲を回転させ、錐
により砲身を鑽開（くり抜き）
御筒仕上小屋（④）において仕上げ作業を行い
製品（大砲）が完成
韮山反射炉付近において性能試験を目的とし
た試射

Ⅰ 準備：

Ⅱ 溶解：

Ⅲ 鋳込：

Ⅳ 鑽開：

Ⅴ 完成：

Ⅵ 試射：

①

①

②

③

④

石炭（筑後、常磐）・木炭（天城）
製品（江戸）

鋳物鉄（石見、南部）

溶解 溶解

動力供給
（河川）

韮山反射炉想像復元ＣＧ図

これまでに行われた
大規模な修理・補修工事

昭和３２年（1957） 補修後 昭和６３年（1988） 補修後

年　　代

明治41年
（1908）

・煉瓦補修
・煙突部上中下層への
　鉄帯補強

昭和32年
（1957）

・煙突外部への鉄骨ト
　ラス設置による補強
・煙突内部への木枠ブ
　ロック設置による崩
　落防止措置
・煙突天蓋（鉄板）設置

昭和60年
（1985）

平成元年
（1989）

・基礎、炉体、煙突内
　外部補強
・鉄骨トラス差替（更新）
・煙突天蓋差替（銅板）

工事内容

〜

さんかい

【凡例】
反射炉

史跡指定地（反射炉除く）

河川部分


